点字になった『笑う不登校』
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このあいだ、赤や黄色に染まった木の葉がハラハラと舞い落ちる中を7歳の息子と二人、自転車で図書館へ行きました。葉っぱのガサゴソいう音が面白くて、公園でしばらく遊んでから行きました。

帰り道、落ち葉を掃除していたおじさんの横に葉っぱのぎっしり詰まった袋を発見。「もらって帰ろ！」ということで、大きな「ゴミ袋」を自転車に乗せて、うんこらしょとアパートへ。中庭のイチョウの木の下にぶっちゃけました。どんぐりに落ち葉にまつぼっくり。秋も遊ぶものはいっぱい。またみんなで御所で遊びましょう。

先週はまた自転車をこいで北区にある京都ライトハウス（視覚障害者のための福祉施設）に行ってきました。知り合いになった視覚障害の方が『笑う不登校』を読みたいと言って下さり、箕面の点字サークルで点訳されたものを一冊私が買って、ライトハウスの点字図書館に寄贈することにしたのです。

点字の本というのを初めて見たのですが、あの『笑う不登校』がA４の大きさの紙で厚さが50センチぐらいになるのにはビックリしました。これじゃあ点字本の場合、気軽に本を買って個人所有にするというのは大変なんだということがよくわかりました。それから点字本は送料がタダで、図書館から送ってもらえるんだそうです。また一つ少し新しい世界を知りました。

私が自転車で北大路通りを西へ西へ走らせている途中、上り坂になったので左大文字を見ながらえっちらおっちら自転車を押しながら歩いていると、後ろに乗っていた息子は「京都ってホンマにすり鉢みたいになっとんやなあ」とえらく納得していました。私は「ほほー、体験学習しとるやないの」と思いつつ「あんたラクチンでええねー！」とぼやいていたのでした。

